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☒  hard [ハード]

副 一生懸命に、熱心に、激しく

形 難しい (⇔ easy) (= difficult)

熱心な、勤勉な、つらい

かたい (⇔ soft)

[比較変化] hard - harder - hardest

☒  be [ビー] ※ be は原形 (もともとの形)。主語･時制 (現在･過去) に応じて、am, are, is, was, were に変わる。

動 ① ～になる (= become)

② (～に) いる、ある

③ ～です、～だ

助 (１) ≪be 動詞 + ~ing で≫

～している、～していた

(２) ≪be 動詞 + 過去分詞で≫

～される、～された

活用：am, are, is【原形は be】

– was [ワズ], were [ワ～]

– been [ビーン] – being
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It’s hard [difficult] for me to finish the work .

『私にとってその仕事を終えるのは難しい。』

Ken is a hard worker . 『ケンは働き者です。』 ※ 形容詞

= Ken works hard . 『ケンは熱心に働きます。』 ※ 副詞

Emi had a hard time . 『エミはつらい経験をしました。』

This bed is too hard . 『このベッドは硬すぎます。』

原形
現在形

｢いる｣｢ある｣｢～です｣

過去形

｢～でした、～だった｣
過去分詞形 ~ing 形

am [あム]

is [イズ]

was [ワズ]
be

[ビー]

are [アー] were [ワー]

been
[ビーン]

being
[ビーイング]

中学英語では

現在完了形の

文で使われる

のがふつう。

中学英語では

それほど出題

されないが、

前置詞の後ろ

で使うことが

ある。

① [命令文]の文頭に

使う。

② [否定命令文]で

Don’t の後ろに

使う。

③ to be のかたちで

[不定詞]を作る。

④ [助動詞]の後ろに

be 動詞を使う時

には be になる。

☆ 主語と時制 [現在 /過去]に応じて使い分ける。

１人称･単数 ( I ) → am, was

２人称･単数 ( you ｢あなた｣) → are , were

３人称･単数 (he, she, it, Tom, my mother,

the dog, this pen など) → is, was

複数形の主語 (we, you ｢あなたたち｣, they,

the boys, my friends など) → are, were を使う。

① I want to be a teacher. 『私は先生になりたい。』

Be quiet. 『静かにしなさい。』

Don’t be shy. 『恥ずかしがらないで。』

② He will be at home tomorrow. 『彼は明日家にいるでしょう。』

There is a pen on the desk. 『机の上にペンが１本あります。』

☆ ③の用法については【単語帳 No. 11~13 … am, are, is】

【No. 642~643 … was, were】を参照のこと。

(１) I am studying English now. 『私は今英語を勉強しています。』

(２) This book is written in English. 『この本は英語で書かれています。』

☆ 詳しくは、かんたん英文法【助動詞】を参照のこと。

a hard worker 『働き者、勤勉な人』

have a (very) hard time

『(とても)つらい経験をする』

Study hard . 『一生懸命[熱心に]勉強しなさい。』

It is raining hard . 『激しく雨が降っています。』

※ 活用の詳細については

下記の表を参照のこと。

☆ am, are, is, was, were をまとめて be 動詞という。

☆ been の使用例文については

No. 16…have, No. 253…busy

No. 371…sunny, No. 372…cloudy

No. 383…sick, No. 550…lonely

を参照のこと。
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